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私の家は、去年の台風十九号により被災しました。近年、気候変動により様々な影響を目にする

ようになりましたが、自分が実際に体験して、このままでは大変な事になると危機感を感じました。

そうならないために、今、自分には何が出来るのかを考えたいと思い、この作文を書くことにしまし

た。 

去年の十月十二日、今までにない大きな台風が宮城県に上陸しました。私が住んでいる志田谷

地は、三十三年前にも水害にあっていて、家族は今回の台風で水害になるかもしれないと話して

いました。それを聞いたとき、私はもし水害が自分の身に起こったら、とても怖いなと思っていました。

その日、徐々に雨が強くなり、祖父と祖母に、「自分の大切な物を二階に上げなさい。」と言われま

した。私は荷物を二階に上げながら、恐怖を感じました。激しい雨が続き、夜十時には祖父を残し

た家族四人で祖母の住んでいるアパートに避難しました。車の中では雨音がすごく、道路には十

cm は水がたまっていました。祖父は一人で家に残り夜通しで家族の大切な物を二階に上げてい

ました。十月十三日早朝に家のすぐ前の吉田川の水が堤防をこえてきた時は地域の人と一緒にく

いとめました。隣町で吉田川が決壊し水害になってしまいましたが、祖父は腰まで水につかりなが

らやっと昼前に逃げてきました。翌日、一変した志田谷地を見て、少し前までいつも通りだった志

田谷地が水害によりたった一日で変わってしまうんだと思い悲しくなりました。三十三年前に水害に

あった時、堤防を高くしてもう水害がこない様にしたのに、たった半日の雨であっという間に水害に

あってしまいました。異常気象により豪雨が増え、また水害にあう可能性も高く多くの人が志田谷地

から引っ越しました。祖父も住み続けるか迷っていましたが、それでも私は自然豊かでのどかな志

田谷地が好きで、また住みたいと言いました。今、志田谷地に戻り暮らしています。家での生活が

楽しい反面、また水害がくるのではないかという不安もあります。 

このことをきっかけに、私は地球温暖化がどの様な影響を及ぼすのかを調べてみました。 

その中には、地球温暖化が及ぼす地球への影響が書かれていました。 

海面の上昇、台風の大型化、豪雨の増加、降雪量が減り、生活水が確保できなくなる危険性が

出てくるという水の問題。気温上昇による乾燥が原因で森林火災が増える。様々な生物が絶滅す

るという自然への影響。異常気象で農作物が減少し世界規模で飢餓の人の増加、栄養不足、免

疫低下により病気の広がりがおきるという生活への影響。このまま進むと二千百年には気温が上昇

し生態系の適応が追いつかなくなる。わずかな気温上昇でも食糧生産量が大幅に減少する。北極

海の海の水が二千百年には消滅する可能性があると書かれていました。 

今年も、猛暑、水害、山火事など、至るところで異常気象を目にします。地球温暖化による気候



変動は取り返しのつかないところまできていると思います。 

地球温暖化による気候変動を食い止めるために、個人で何ができるのか調べてみました。こども

エコライフチャレンジには、テレビを見ていない時は消す。使わない部屋の電気は消す。エアコン

は適切な温度にする。冷蔵庫は必要な物だけを取りすぐ閉める。歯みがきや顔を洗う時、水を出し

っぱなしにしない。シャワーを流しっぱなしにしない。マイバッグを持ち買い物に行く。文房具は再

生紙のノートやエコマークのついた商品を買う。外出する時、水筒を持つ。ごみの分別をしっかりし、

リサイクルに出す。近い場所への外出は自転車を使う、または歩いていく。食べ物を粗末にしない。

周りの人たちとエコライフについての話をする。と書かれていました。どれも今すぐ私たちに出来る

事です。小さな事でも皆で気をつけて積み重ねていけば、変わっていくと思います。変わらなけれ

ばいけないと思います。 

私は、気候変動がなく、おだやかな未来に住みたいです。地球という自然あふれる素晴らしい星

を未来につなげていきたいです。自分のために、皆のために、未来のために、地球温暖化を防ぎ、

安心して暮らすことの出来る社会を、目指していきたいです。 


